
昭和37年11月27日第三種郵便物認可　発行日/毎月1日発行　　道歯会通信3月号　号外　D.NEWS　2015年3月1日（日）

第21回 函歯臨床研究発表会

日時： 平成27年2月8日㈰午前10時より

場所： 函歯会館　第一講堂

　標記発表会が開催され、特別講演と7題の
一般演題発表が行われた。69名の会員、スタッ
フが参加した。
◆特別講演

演題：  薬局薬剤師の責務とご提案-院外処方

･ジェネリック医薬品･適正な薬剤の使

用方法について-

講師： 函館薬剤師会専務理事 内山 崇 先生

　はじめに、薬剤師の歴史と現在、薬局・薬
剤師に求められる機能に関する基本的な考え
方と責務に関してお話しいただいた。
　薬局･薬剤師は、医薬品や医療・衛生材料

等の提供拠点としての
役割に留まらず、後発
医薬品の使用促進や
残薬解消といった医療
の効率化について、よ
り積極的な関与も求め
られる。セルフメディ
ケーションの推進のために、地域に密着した
健康情報拠点として積極的な役割を発揮すべ
きである。患者の治療歴のみならず、生活習
慣も踏まえた全般的な薬学的管理に責任を持
つべきである。
　ジェネリック医薬品のシェアは8.8％である
が、先発医薬品が全てジェネリックに置き換
わった場合、医療費は、1兆5,300億円削減で
きる。ジェネリックの数量シェアを平成30年3
月末までに60％以上にするという目標がある。
薬局に薬を購入しにきた人に対する薬剤師に
よるトリアージとして、適切なOTC薬などの選

択、生活習慣へのアドバイス、医師への受診
勧奨、歯科医師への受診勧奨を行っている。
　後半には、ビスホスホネート薬に関する注
意、クラリス錠200mgによるヘリコバクターピ
ロリの除菌、院外処方のメリット、デメリットな
どについて解説された。
　講演終了後は会員より多くの質問が寄せら
れ、非常に丁寧にご回答いただいた。
◆一般演題発表者（敬称略）

演題1　 地域口腔保健センターにおける全身

管理下障害者歯科治療でのヒヤリ･

ハット症例について

 函館口腔保健センター運営委員　京田直人

演題2　 海外ボランティア活動の経験を活か

して

 北海道歯科衛生士会函館支部　副支部長

 東　清美

演題3　 静脈麻酔下の複数智歯抜歯症例の検討

 共愛会病院歯科口腔外科部長　佐藤雄治

演題4　歯の学校-変遷と現状-

 函館口腔保健センター所長　宮林耕平

演題5　歯内歯より発症した歯性感染症の2例

 函館五稜郭病院歯科口腔外科科長　宮手浩樹

演題6　強い過敏の自閉症者の歯科治療

 にしかわ歯科本通りクリニック　西川忠弘

演題7　 水銀（アマルガム）の患者・術者への

影響と対策 分子栄養学、ビタミンC

の効能

 前多歯科クリニック院長　前多壯晃

 （仲屋正樹記）

函館
H A K O D A T E

平成26年度第9回理事会

日時： 平成26年12月19日㈮19：00～

場所： 室蘭市中島町　ル・ミエーレ

　例年、最後の理事会は忘年会を兼ねて室
蘭市内の飲食店で開催されるが、今年は中島
町で評判のイタリアンレストラン「ル・ミーレ」
で開催された。各部会の報告が行われ、平成
27年度の事業計画・予算、3月開催の総会と
選挙などについて協議された。その後忘年会
が引き続き行われ、おいしいイタリアンとワイ
ンに舌鼓を打ちながら今年の苦労話に花を咲
かせ、来年の抱負について語り合った。また6
月に開催される北海道歯科医師野球大会の話

題で熱い話し合いも行われた。終始和やかな
雰囲気でお腹も心も満たされた理事会となっ
た。 （畠山雄一記）
平成27年 一般社団法人室蘭歯科医師会

新年会

日時： 平成27年1月10日㈯18：30～

場所： 室蘭プリンスホテル

　室歯恒例の新年会
が行われた。来賓に
堀井 学 代議士、青山 
剛 室蘭市長、松橋 學 
登別副市長、室歯管
内の道議滝口信喜氏、
川畑 悟 氏、赤根広介
氏、中山智康氏などを迎えて、室歯会員を含
め約80名が出席し開催された。新田専務理事
の司会、林副会長の開会の辞で始まり、多田

会長から昨年末に行われた衆議院選挙や今年
行われる統一地方選挙の話があり、「我々歯
科医師会と行政との連携をもっと深めていく必
要がある」と、新年にあたり挨拶があった。そ
の後、来賓の堀井　学代議士より多田会長の
挨拶を受け「先の選挙に対するお礼と歯科医
師の現状を改善すべくさらなる努力をしていき
ます」と力強く挨拶をされた。続いて塚田福祉
厚生部長より祝電披露があり、稲川　昭室蘭

医師会会長の乾杯で祝宴に移った。祝宴の中
で、同日先立って行われた麻雀大会の優勝小
野瀬憲人先生の表彰があり、例年であれば来
賓の皆様による鏡開きが行われるところだが、
今年はシャンパンシャワーならぬシャンパンク
ラッカーにて新年のお祝いが行われた。例年
大変評判の良い登別のそば道場の皆様による
そばが振る舞われた。会場からは「美味しい」
と声が揚がり、今回は初段に合格された会員
の江端先生（そば道場所属）のそば打ち実演も
披露され会場を沸かせていた。おみやげ用の
そばも用意され参加された来賓の方はもちろ
ん会員の先生方も喜んでそばを持って帰って
いった。遠藤　喬北海道薬剤師会室蘭副支部
長により万歳三唱が行われ、仲川副会長の閉
会の辞で締めくくられ、お開きとなった。
 （畠山雄一記）

室蘭
M U R O R A N

平成27年 千歳歯科医師会 新年交礼会

日時： 平成27年1月24日㈯PM6時より

場所： ANAクラウンプラザホテル千歳にて

　「新年交礼会」が、会員42名の参加により催
されました。
　佐々木宇一会長の『最近は景気が良くない
日が続いていますが、がまんしていれば景気
がよくなって来る日が来ると信じて、頑張って
いきましょう…』と言う挨拶の後、佐々木宇一
会長、還暦を迎えた渡辺一史先生と年男の佐

藤泰祥先生の3名によ
る鏡割りが行われ、続
いて渡辺一史先生の乾
杯の挨拶により宴が始
まりました。
　髙木厚生担当理事に
より、“お酒”をテーマ
として、お酒とはどう
いうものか、種類など
もスライドを交えて詳し
く解説していただきま
した。また、スッコチ
ウイスキー・アメリカ
ンウイスキー・ジャパ

ニーズウイスキーの3種類を当てる「利きウイ
スキー」クイズが出題され、各テーブルをチー
ムとして行われ、1チームが見事に正解となり
ました。今回はお酒の知識を得ながら、さら
にお酒を楽しみながら会員同士の親睦が深め

られる会となったのではないかと思います。
　最後に佐竹監事の締めの乾杯で終宴となり
ました。 （進藤勝久記）千歳

C H I T O S E

平成27年旭川歯科医師会新年交礼会開催

　平成27年1月16日㈮18時30分より、旭川
グランドホテルにて、平成27年旭川歯科医師
会 新年交礼会が開催されました。
　今回は、御来賓の方々として、上川総合振
興局副局長　椿谷信雄様をはじめ、旭川市
長 西川将人様、旭川市保健所長　杉澤孝久
様、旭川市教育委員会学校保健課長　冨山 
剛 様、北海道歯科医師会副会長　川原敏幸
様、札幌歯科医師会会長　藤田一雄様、旭
川市医師会会長　山下裕久様、旭川薬剤師
会会長　藤澤芳則様、旭川医科大学歯科口
腔外科学講座教授　松田光悦様、旭川赤十
字病院院長　牧野憲一様、衆議院議員　今
津 寛 様、衆議院議員　佐々木隆博様、北海
道議会議長　加藤礼一様、前北海道議会議
員　東 国幹様、旭川市議会議員　園田洋司
様 安田佳正様等約30名の皆様に参加いただ
きました。

　旭川歯科医師会員、職員等も約70名が参
加して計100名ほどの盛大な新年交礼会にな
りました。
　和やかな雰囲気で最初から最後まで進行が
進みました。
　また、同時に平成
26年受賞者の紹介も
行われ、北海道社会
貢献賞　葭内顯史先
生、旭川市社会貢献
賞　岩田谷 隆 先生、
北海道歯科医師会終
身会員　半澤敏將先生　須賀 聡 先生、野
口孝純先生、盆小原強先生、藤田英樹先生、
葭内顯史先生、北海道学校保健功労者表彰
　鈴木孝一先生　梅津正哉先生、百瀬敦子
先生、合田昌弘先生、板垣一生先生、旭川
市学校保健功労者表彰　下野裕幸先生　水
野史之先生、それぞれの先生方が表彰されま
した。
 （詫摩安廣記）

旭川
A S A H I K A W A

平成26年度三師会総会・講演会

　平成27年1月16日㈮、平成26年度三師会
総会が美唄医師会当番幹事のもと、行われた。
総会はつつがなく終了しその後講演会が行わ
れた。市立美唄病院　副院長　松江弘一先
生を講師にお迎えし、「美唄市における透析
治療の現状と課題」という演題のもと講演が行
われた。透析治療においても技術革新や薬剤
の改良は進み、以前よりも透析治療をうけな
がらも歯科治療を行う方も増えつつあるので大
変勉強になる有意義な講演であった。その後、
新年会に移り透析治療のみならず在宅医療に
ついてなど活発な意見交換が行われた。
 （岩本友理子記）

美唄
B I B A I


